

























































































































































































































































05．10つ5 4 24 7
05」α12 2 24 11
05」0．19 2 8 7
05」0．26 2 20 16
05」1ρ9 14 10
05．11．16 5 36 12
0凧穏．30 1 25 7
05．12．7 3 19
図表1：エクセル文書見本
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HP憤報さがし正解数 読解で読めた行数
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　見本には、ある学生の2005年10月26日～12月7日までの学習記録が載っている。クイ
ズの正解数、HP（ホームページ）での情報さがしの正解数、学生からの感想、それに
対する教員からの返事を記入するようになっている3）。正解数とは、例えば図表1の10
月5日の授業ではエビアン社のホームページに関して25問のかっこ抜き問題が提示され
たのだが、この学生はそのうちの24問に正解したということを表している。表の下方に
は、自分の学習の進歩が毎回一目でわかるように、正解の答の数を折れ線で表したグラ
フも添えられている。このグラフは、毎回の授業でセルに数字を書き込むと、その数値
が自動的にグラフに反映されるようになっている。
　図表1において、学生と教員とでやりとりしたメッセージは削除されているが、実は
その内容は多岐にわたっている。以下にいくつかを紹介する。
11月9日（教材はルモンド紙のHP、フランスでの暴動について）：夜間外出禁止な
んて本当に厳戒体制だと思います。治安悪化が人種差別の結果なら、これを機にそ
れの是正が実行されていけばいいのですが。
11月30日（教材はモナコ政府の公式HP）：モナコは、華やかでとても注目を集め
るだけに、マネーロンダリングなどもまるで映画の世界のように許容されそうに思
います。が1、2000年以降しっかり（？）取り締まっているとのこと、しっかり国
も運営されているようで良かったです。いつかは訪れてみたい感じもします。（笑）
12月7日（教材はペリゴール産トリュフのHP）：トリュフ、是非食べてみたいです。
記憶の限りでは、食べたことないように思いますので。。笑　トリュフといえば、
チョコレートの方がファミリアーです。（〉＿＜）チョコレートトリュフの語源を
初めて知りました。
　このようなコメントが教員に送られたことで、この学習者がその日の教材の内容を受
動的に受け入れたのではなく、自分からもそれに働きかけて評価を下したのだというこ
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とがわかる。つまり、教材のホームページに関して批判的リーディングを行っていたと
解釈できる。コメントには11月9日や11月30日のような真剣なものもあれば、12月7日の
ような軽い調子のものもあるが、それは構わないと考えている。チョコレートトリユフ
の語源がきのこであり、ホームページで知った希少価値のあるきのこに強い興味を抱い
たということは、学習意欲の向上にとって大切な事実である。従って、学生からのコメ
ント欄には何を書いてもよいということにしてある。
　こうして学習者が最後にエクセルへの記入を行い、それをパソコンのレポート提出機
能を使って教員に提出し、授業が終了となる。
4学習履歴のデータ
4．　1データ収集法
　3．5章で述べたように、学生と教員間ではエクセル文書のやりとりが毎回行われてい
る。3．5章の図表1をもう一度ご覧いただきたい。「HP情報さがし正解数」の欄に、毎
週学生は自分が得た正解の数を記入していく。この正解数は、成績に一切反映させず、
自分の進歩を自覚するためにつける記録であることを周知してあるので、信頼性の高い
数値である。ホームページを教材とした授業は、ここ数年間、毎年複数のクラスで行っ
ているので、この数値をデータとして蓄積することができた4）。
4．2クラスの情報
　まず、今回データを開示するクラスの情報を以下に掲示する。
K大学2003年秋学期のクラス
レベル：それまで週4コマのインテンシブコースを受講していた学生
授業に最後まで参加した学生数：10人
授業時間：90分
クイズとHPの他に毎回の授業で扱った教材：ニュースのききとり・新聞記事読解
D大学2004年通年のクラス
レベル：フランス語学科の3年生と4年生
授業に最後まで参加した学生数：8人
授業時間：90分
クイズとHPの他に毎回の授業で扱った教材　ニュースのききとり・新聞記事読解
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K大学2004年春学期のクラス
レベル：それまで週4コマのインテンシブコースを受講していた学生
授業に最後まで参加した学生数：21人
授業時間：90分
クイズとHPの他に毎回の授業で扱った教材：ニュースのききとり・新聞記事読解
K大学2004年秋学期前半のクラス
レベル：インテンシブコースの受講者（週4コマのうちの1コマ）
授業に最後まで参加した学生数：7人
授業時間：100分
クイズとHPの他に毎回の授業で扱った教材：語彙・ニュースのききとり・新聞記事
読解
備考：このクラスは半期をさらに2分割し、その前半での受講
K大学2004年秋学期後半のクラス
レベル：インテンシブコースの受講者（週4コマのうちの1コマ）
授業に最後まで参加した学生数：8人
授業時間：100分
クイズとHPの他に毎回の授業で扱った教材：語彙・ニュースのききとり・新聞記事
読解
備考：このクラスは半期をさらに2分割し、その後半での受講
S大学2005年通年のクラス
レベル：一般外国語中級（週2コマのうちの1コマ）
授業に最後まで参加した学生数：5人
授業時間：95分
クイズとHPの他に毎回の授業で扱った教材：文法・新聞記事読解
4．3データ分析
　4．2章の6クラスに関し、ホームページの問題の正解数をグラフ表示したのがグラフ1
～6である。グラフ1～6は、各クラスの授業参加者の正解数の平均値を表わしている。
例えばグラフ1の左端の最初の点は、この日に行われた授業に出席した学生の正解数の
平均が約17個であったことを示している。その右隣の点は、次の授業に出席した学生の
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正解数の平均が約14個であったことを示している。
　6つのグラフを並べての比較を容易にするために、横軸の授業回数を26回に揃えてあ
る。授業25回分の記録を持つ最長のクラス、つまりグラフ6に合わせたために、26回と
なった。25回でなく26回としたのは、前期と後期を同じ授業数にして表示した方が・通
年のグラフの動きを適切に判定できると考えたからである。つまり、前期13回後期13回
の授業を行うことを標準として横軸を作成したことになる。例えばグラフ1は秋学期に
行われた10回の授業の結果を表しているので、春学期分にあたる授業13回目までは記録
がなく、秋学期が開始した時点からグラフが始まっている。また、このクラスは秋学期
に10回しか記録を残さなかったため、最後の3回分の授業にはグラフが無い。
　縦軸は、6つのグラフすべてにおいて、正解数の最大値を40個としてある。
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　6つのグラフのすべてが上下に細かく変動しているが、それを均して全体的な動きを
つかんでみると、恐らくグラフ1と2が「横ばい状態」、グラフ3～6までが「上昇」であ
ると判断できる。つまり6つのクラスのうち、2つに進歩が見られず、4つに進歩があっ
たと判断することができる。
　そこで、なぜ「横ばい状態」と「上昇」の2つに反応が分かれたのかを考えた。4．2章
に示したクラスの情報を比較してみたが、グラフ1と2のクラスに共通していて他のクラ
スに無い特徴は、特に見当たらない。この反応の分裂の原因を探るためには、学習者の
タイプ分類と、授業で扱ったホームページの内容分類が必要であり、後日の研究課題と
なっている。今のところ考えうる唯一の要因は、クラスにあるのではなく、筆者の教師
としての資質にあると考えている。つまり、グラフ1と2のクラスの共通点は、筆者がホ
ームページを使った初期の授業を受けていたということである。その頃は、筆者がまだ
パソコンを使った授業形態に慣れておらず、授業中の不手際も多かったことと思う。言
い換えると、教え方の不手際が原因で、クラスが伸びなかったという可能性が高い。
4．4テーマ別の分析
　6つのグラフのすべてで、かなりの上下変動が見られる。上昇基調にあるグラフ3～6
も順調な伸びを示すのではなく、ある時は正解数が多いのに次の授業では正解数が減少
するという上下動を繰り返している。なぜグラフは上下動を繰り返したのか？この要因
としてもっともあり得ると思われたのは、その授業で扱ったテーマである。例えば、食
べ物や娯楽を扱ったホームページを教材とした日には正解数が上がり、深刻な話題を扱
ったホームページの日には正解数が下がるといったような可能性が考えられたので、各
グラフの上位と下位のテーマをグラフに吹き出しで表示した5）。各クラスの授業数が異
なるので、それに合わせて吹き出しの数も調整してある。以下に、吹き出しの内容を整
理して表示する。
上位のテーマ’ ベルサイユ宮殿（グラフ1）
フランスの宅配寿司（グラフ1）
エアバス社（グラフ3）
シラク大統領（グラフ3）
オートクチュール（グラフ4）
フランス語圏サミット（グラフ5）
カンヌ映画祭（グラフ6）
ルモンド紙（グラフ6）
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モナコ（グラフ6）
オランジーナ（グラフ6）
下位のテーマ6＞ スイス（グラフ1）
ボルドーワイン（グラフ1）
プジョー・シトロエン（グラフ3）
地中海クラブ（グラフ3）
遺伝子組み換え作物（グラフ4）
TGV（グラフ5）
法王死去（グラフ6）
核燃料再処理工場コジェマ（グラフ6）
トーゴ（グラフ6）
Leclercとレジ袋（グラフ6）
　まず「食品」に注目すると、上位には「寿司」と「オランジーナ」の2点、下位に
「ボルドーワイン」1点がある。「国」に注目すると、上位に「モナコ」の1点、下位には
「スイス」と「トーゴ」の2点がある。「乗り物」に注目すると、上位に「エアバス社」
の1点、下位に「プジョー・シトロエン」と「TGV」の2点がある。ここまでは、差は
ないように見受けられる。
　「環境問題」に着目すると、上位には無く、下位に「遺伝子組み換え作物」「核燃料再
処理工場コジェマ」「Leclercとレジ袋」の3点がある。基準が多少曖昧になるが、「明る
く軽めの話題」に注目すると、上位に「ベルサイユ宮殿」「寿司」「オートクチュール」
「カンヌ映画」「オランジーナ」の5点があり、下位には「ボルドーワイン」「地中海クラ
ブ」の2点しかない。
　以上の考察をまとめると、明るく軽いテーマのホームページを使うと問題の正解率が
上がり、環境問題などの深刻な問題をテーマとしたホームページでは正解率が下がると
いう可能性を示唆している。ただし、データの数はまだ不足しており、ここではあくま
で可能性にとどめておく。
5結論
　まず、ホームページを教材とした授業という実践の場に、応用言語学やペダゴジーの
理論をどのように反映させているのかを説明した。具体的には、prereading　activityと
してのクイズで内容スキーマの活性化を実現し、document　authentiqueとしてフランス
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語で作成されたホームページを教材として使い、ホームページの解説ではその形式スキ
ーマに着目した説明をし、批判的リーディングを促すためにエクセルによる学生とのコ
ミュニケーションを行っている。
　論文の後半では、ホームページに関する学習の履歴を分析した。その結果、学習者の
上達にはホームページを使った授業が上手に行える教員が必要である可能性、そして学
習者の正解率を上げるためには明るく軽いテーマのホームページが効果があり、環境問
題のホームページは効果が薄いという可能性が示唆された。
　今後もホームページを教材とした授業を続け、データの蓄積を重ねて分析の精度を増
すことによって、語学教育における実践と理論の橋渡し役としての貢献を目指す所存で
ある。
注
1）小池・他、1997，p．270参照。
2）ホームページの文章を丸ごとコピー＆ペーストし、仏英辞書で英語に直すことは禁止している。そ
　　して、通常授業時にはネット辞書の使用は許可しているが、テスト時にはその使用を禁止してい
　　る。
3）このクラスでは、HP情報さがしの他に読解も行っていたので、読解で読めた行数を記録するセル
　　も用意されている。
4）ホームページを教材とするすべての授業でエクセル文書を利用しているわけではない。エクセルに
　　よる教員との意見交換を学生が煩雑であると感じるのではないかと判断したクラスや、週2コマを
　担当するのでエクセルなしでも充分にコミュニケーションがとれると判断したクラスでは、エクセ
　　ルは使用していない。
5）グラフ2のクラスに関しては、テーマの記録が残っていないので、吹き出しはつけられなかった。
6）グラフ1の最下位は、最終回の授業である。この授業で扱ったのは「ハリー・ポッター」であり、
　ハリー・ポッターの公式ホームページに関する問題を行う前に、映画を使ったききとりを通常授業
　　の2倍も行ったため、ホームページ学習に割く時間が少なくなってしまったものと考えられる。そ
　　のため、下位のリストからは除外した。
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